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母校創立100周年

皆様のいっそうの

ご協力を

一泉同窓会会長　溢谷　亮治
（一中54期）

殊の外暑い夏でしたが、一泉同窓会会員の皆様

には、ご健勝にてお過ごしでしょうか。

かねてより、役属会・常任委員会で、母校創立

100周年に関わる論議が交わされてきました。一

方、機会あるごとに、各期で同窓会を開催し、同

hg　期生の横の連繋を深めていただき、その中で、100

周年記念事業について、話し合い、ご意見を出し

て下さるようにお願いして参りました。

現在のところ、金沢一中・泉丘高校を学び舎と

した一泉同窓会全局は、2万有余名に達していま

す。母校は、創立90周年を機に∴堅牢豪宕な校舎

から、華麗清酒な新校舎へと変身しましたが、永

く深い伝統と広がりをもつ一泉同窓会は、これか

らも、弛むことなく、永劫に、前進発展を続けて

いくものと確信いたしております。

同窓会は、同窓生一人ひとりの、そして、全負

の結集体であります。今はやりの経営論でいう、

ホロン的組織であろうかと思います。結集した同

期生の生き生きとした活動が母体となって、はじ

めて一泉同窓会が伸展するものと思います。
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母校の創立100周年は、愈3年後となりました。

そして、漸く、会農の皆様に、「－泉創立百周年記

念事業」要綱を、お届けすることができました。

記念事業の根幹として、「一泉同窓会基金」を設

立し、以後、永久的に継続し、年々基金の増額に

努力しようとするものであります。　　　　r

母校の創立100周年を機会に、同窓生意識・ノ母

校意識を昂揚させ、2万有余の全同感生が参加し

て、母校の100周年記念事業を遂行しよう。とい

う趣旨のもとに、基本的には、一人1万円の募金

をお願いし、募金の半額を「一泉同窓会基金」に

あて、あとの半額で、その他の記念事業・行事を

実行しようというものであります。

なお、「一泉同窓会基金」の運用については、同

窓会・学校・PTAの三者により、一泉同窓会基

金委員会（仮称）を発足させ、運用計画を具体化

する予定になっでおります。

また、個人・法人を問わず、別口の募金協力を

お願いできれば幸甚に存じます。

同窓会名簿・記念誌は、すでに委員会が発足し

編衰作業が進められています。′名簿・記念誌は、

募金の多少とは関係なく、く、すべて受益者負担とい

うこきで、ご希望の方にご購入をお願いします。
大変ご無理なお願いかとも思いますが、格別の

ご理解とご賛同を賜り、ご協力を心からお願い申

し上げる次第です。′
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泉丘高校へ

赴任して

校　長　船登　芳雄

本年度、伝統ある本校へ、図らずも転じて参り

ました。昭和59年完成の校舎は二全国屈指のモダ

ンな外観を誇り、新設校と異なりませんが、前庭

の緑の樹木に囲まれた厳霜碑に接するとき、本校

の経てきた歴史の風雪を実感するのであります。

平成5年度の学校創立満100′周年を迎えるにノあ

たり、同窓会として記念事業を確定され、大規模

な募金計画に着手されたことに対し、学校史して

も、心からの敬意と感謝を捧げるものであります。

二学期の初旬に開催した創立記念祭においては、

生徒金属に対し、嘲治26年、本校の前身、尋常中

学校が中等教育における初の県立学校として誕生

した経緯と、今回の100周年事業に触れ、伝統に

思いをひそめて、先輩に恥じない人材への成長を

訴えておきました。

全日制課程は、一学年普通科9クラス、理数科

1クラス、三学年計30クラス、現在1，347名の生

徒が本校に学んでいます。

全員が大学進学をめざす中で、学校としてほ、知、

徳、体の調和を図りつつ、いかに志望を達成させ

るか、その指導に全力を尽くしております。一方、

通信制課程は、生涯学習社会の中の後期中等教育

普及の場として、県内ただ一校の貴重な役割を果

たしております。

100周年に向けて、同窓会も学校も互いに協力

しながら、より確かな歩みとなるよう念じるもの

であります。
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記念事業実行委員会が発足

創立鋤周年記念式典終了早々から、学校・同窓

会で、創立100周年記念事業計画が論議されてき

ました。1988年（昭和63）9月に名簿委員会（委

員長：南秀男氏・一中41期）が、そして、1989年

（平成1）7月には、記念誌委員会（委員長：荒　、ノ

川宏氏・一中45期）が発足。

昨年8月の常任委貞会で、一泉創立100周年記

念事業推進会議の発足が了承され、会員の皆様か

ら、これまでにお寄せ頂いた数々のご意見をもと

に、役貞会等で検討が重ねられてきました。

本年3月、宮太郎氏（前同窓会長・一中51期）

を議長とする一泉創立100周年記念事業推進会議

（学校・同窓会で構成する、記念事業の最高決定

機関）で、米谷半平氏（一中50期）を実行委員長

とする100周年記念事業実行委眉会が発足しまし・

た。

実行委員会事務局を北国銀行本店におき、事務

局長には、島厚夫氏（一中55期）が、また、総務

委員会が設置され、委眉長に小松囁一氏（泉丘3

期）がそれぞれ任命され、実行委員会で、記念事

業の大綱案が作成されま≠した。 」ノ
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「一泉同窓会基金」設立

募金目標額1億5．000万円

100周年記念事業の根幹として了一泉同窓会基
金」を設立し、募金の半額を基金にあて、あとの

半額で、その他の記念事業・行事を実施する。

記念行事

）　　　①物故会員慰霊祭・泉丘高校、厳霜碑前にて

②記念式典・旧一中本多町校舎敷地に近い、観光

会館を予定。

③記念パーティ叫会場未定。800～1000名の出席

を予定。会費出席者負担。

④記念講演・記念式典後と一般公開の2回を予定。

⑤記念フォーラム・「知性にあふれ、心豊かな、泉

丘生の将来像」をテーマに、パネルディスカッ

ンヨン。

⑥音楽祭・100周年記念歌・新しい応援歌（スクー

ルソング）作成、披露。

⑦美術展・－泉桜美会と連動し、遺作をも含めて

｝⑧霊宝妄デ霊芸讐霊芝諾雷雲芝等雷雲も、未来
への展望をごめて、斬新な構想で演出する。

①　会貞一人あたりの募金単位は、諸事情を考慮

して、5，000円・Jl万円・2万円とブロック化し

てご協力をお願いし、各期で、期の募金目標額

を達成できるように、努力していく。

②　募金協力の返礼として、100周年記念テレホ

ンカードをお送りする。′

③　個人・法人をとわず、有志の多額の寄付を募

り一泉同窓会基金にあてる。ただし、これらの

寄付は、各期の募金とは、別扱いとする。

④　同窓会名簿・100周年記念誌・祝賀会等は、募

金の多少に拘らず、すべて、受益者負担でお願

いする。

記念事業

①同窓会名簿発刊・同窓会名簿のOA化

②100周年記念誌発刊

③同窓会機構の改革と整備・『一泉』編集室の設置

と広報化

④70周年記念図書館および同窓会資料室の整

備・充実（一泉文庫の設立）

同窓生の著書をご寄贈頂き、展示活用する。

⑤その他の協賛事業

記念事業とは、別途会計で実施し、益金が出た

ばあいは、一泉同窓会基金にあてる。

スポーツ大会、OBマップ（関東・関西・中京・

北陸と同窓生の活躍・足跡をマップ化する）、校

歌・応援歌のテープ化、母校の歴史の流れをテー

プ化、テレホンや－ド発売その他。
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く百年史〉の発刊

創立100周年記念事業の一つとして学校と同窓

会が協力し、『百年史』を刊行しようと「百年史編

纂委員会」が1989年（平成1）に発足しました。

石川県下の高校で『百年史』を刊行しているの

は、松農と県工の2校のみで、普通高校として県

下で最も古い伝統を有している本校の百年史の発

刊は、各界から注目されています。と言いますの

も、1963年（昭和38）の70周年記念に刊行された

『金沢一中・泉丘高校七十年史』は、全国の教育

史家から「その後の学校史編纂の際の必読文献と

なった」とまで言われる程高い評価を受けている

ものの、残念ながら発行部数が少なく、多くの同

窓生をはじめ学校関係者の目に触れることなく今

日に至っているからです。

今度の『百年史』は、この『七十年史』を土台

に、特に戟後の学制改革以降について、新たに書

きおこす予定です。昭和戦後教育史を、現場の眉

で、そして、生徒の諸活動を通して叙述していき

たいと思っています。その為にも、同窓生の皆様

のご協力が必要です。お手元にある、思い出深き

数々の資料のご貸与を、切にお願いする次第です。

梅田和秀（泉丘高校教諭）
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※『百年史』は、前編（学校教育史）と後編（同

窓会記念誌）の2分冊とします。

後編は、座談会・回顧銀・写真等の同窓会記念

誌として、同窓会が編纂します。座談会は、先ず

一中32～44期・一中45～57期・一高～泉丘11期・

泉丘12～25期・泉丘26～37期・通信制の6グルー

プに区分して、年末から来春にかけて、逐次開催

する予定をたてております。

1932年（昭和7）に、同窓会として初めて会員

の名簿が作成されてから、今回が13回目の発刊で

あります。今回は、100周年の記念すべき名簿であ

ることから、従来のものと趣を変え、資料として

価値のあるもの、いつまでも保存するに相応しい

内容の名簿作成を目指すことに致しました。

1988年（昭和63）秋より、「名簿委員会」（一中

5名・泉丘5名）を発足させ、古い一中先輩の消

息調査、不詳嘉の一掃など、地道な編集作業に取

りかかっております。

幸いに、現在、泉丘の若い委眉の方々により、

コンピュータ管理によるOA化で、調査と平行し　）

て、逐次入力が進捗しております。

何しろ、一中8，500人、泉丘19，000人（通信制を

含む）と膨大な卒業生を対象にしての作業であり、

正確且つ厳正な調査を要求されますが、その万全

と正鵠を期するためにも、各期委員の皆様のご協

力を得たく、紙上をかりまして、お願いを致しま

す。

名簿委員長　南秀男（一中41期）

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　‾‾・　　　　　　　　　　◆　　■■　　　　‾　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　‾　　‾　　‾

座談会のテーマ等については、常任委員会で、

ご検討戴くことにしています。

回顧録は、一中17期から泉丘45期までの全ての

期から、各期1名、一人1，000字でご執筆をお願い

したく存じます（通信制は、別途考慮中です）。人　〕

選は、常任委員にお願いすることになるとおもい

ます。

大きく広がさネッやワーク　 扁速即 急パス
l 金 網≠粛 粛 l 金 網半群浜 l 金沢≠名東 1l 金 沢≠京 訂 l 豊 作声名占到
●18 4往復●所要時間7時間3 0分　　 ●1日2往復●所要時蘭8時間10分　　 ●1日10往復 ●所要時間3時間50分 ●1日9往復 ●所要暗闇3時間50分　　 ●1日1往復●所要時間3時間20分
●運賃（大人）片道 7 ，7 0 0 円　　 ●運賃（大人）片道 8 ，1 0 0 円　　 ●運賃（大人）片道 3 ，9 9 0 円 ●運賃（大人）片道 3 ，9 9 0 円　　 ●運賃（大人）片道 3 ，0 0 0 円

往復 1 3 ，8 6 0 円　　　　　　 往復 14 ，5 8 0 円　　　　　　 往囁 7 ，1 8 0 円 往復 7 ，1 8 0 円　　　　　　 往復 5 ，4 0 0 円

●金沢駅前≠池袋サンシャインシティ　 ●金沢駅前≠横浜駅西口　　　　 ●金沢新前≠名神一宮 ≠名鉄バス ●金沢新前 ≠三条京阪＝京都駅　　 ●山中・山代・片山津温泉≠名神一宮
プリンスホテル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 セ ンター ≠名鉄バスセンター

● 〕予約 ・お問A せ
L一　　　　　　　　　口

北 陸 鉄 道 様 式 会 叙
北 鉄 金 沢 駅 前 セ ン タ ー 北 鉄 片 町 セ ン タ ー

℡ （0 7 6 2 ）3 3 －2 5 2 5 ℡ （0 7 6 2 ）6 3 －0 4 8 9 ℡ （0 7 6 2 ）3 2 －0 7 5 8

山 中 ・山 代 ・片 山 津 ～ 名 古 屋 高 速 バ ス は 山 代 営 業 所 ＼

℡ （0 7 6 1 7 ）7 －1 3 0 0 で も 予 約 で き ま すも 取 締 役 社 長　 織 田　 康
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立憲二二、三1－：二‾、の言い
【一中39期（昭和7年卒業）七桜会地元懇親会】

紫陽花の花も色づき、渓流に若鮎もおどるさわ

やかな初夏の一日、6月7日地元七桜会の懇親会

を山代温泉富士屋ホテルで開催した。学友13名元

気に集る。

今回は来る平成5年に開催される一泉創立100

周年の記念事業行事について七桜会として全面的

に協力することと、卒業60周年全国大会を平成4

年に開催することを決する。

18時、記念撮影をして懇親会に入るも齢将に75

才を越す年となるも尚青春の一中時代を回顧し大

）　いに飲み、且つ語り且つ歌い時の経つのも忘れ、

懐古談止るところを知らずの状況。最後に一中校

歌で宴を閉づる。

）

翌朝、七桜会としての100周年記念事業に対す

る負担目標額を早急に集めることにし有意義を会

合を終り、次の再会を期し送りのバスにて金沢へ

流れ解散する。

出席者　浅香、宕脇、国見、高村、長沼、張江、

福田、南、村田尚、室賀、吉岡、吉倉、山瀬

（山瀬芳男記）

【一中41期（昭和9年卒業）県内在住者新年会】

日時　平成2年1月28日

場所　片町1丁目、ワシントンホテル

会の一週間前から大寒波が襲来し、暖冬に馴れ

古稀を過ぎた同期生には、寒さがことの外厳しく

こたえるので、会直前の取消が心配されたが、当

日は天候も回復し定刻の正午には、参加予定者全

員の27名（神戸在住の黒梅君の特別参加を含む）

が集まり、世話人一同ほっとした。

県内在住全員に呼びかけたが、体調をくずして

いる者が多く、27名の参加はまあまあと思われる。

夜の外出が次第に億劫になっている年令を考え集

合時間を正午としたのが中々の好評で、これから

の会は昼間でとの声が強かった。

定刻正午、南秀男君が司会して会を進めた。先

ず世話人を代表して牧沢が挨拶、次いで英君の音

頭で乾盃し、飲みながら喰べながら各自2分間の

スピーチをすることになったが、時間を5分以上

も超過しス′トノブをかけられる者もいた。司会者

南君のふんわかムードで会が進められたのと、今

迄と趣を変え立食パーティにしたこともあって、

あちこちで話が弾み、座会と違った交友の実を挙

げることが出来た。特に卒業以来初めて参加した

神戸在住の黒梅君が同期生に誰彼となく話しか

け、諸兄に会えたのを心から喜んでいたのが印象

深かった。

参加者は次の通り。

青木、伊佐、畝村、岸原、黒梅、庄田、田中（貞）、

高岡（精）、高橋（隆）、武内、竹村、中栄、西田、

登、英、張江、番、藩、牧野、丸岡、牧沢、水本、

南（秀）、矢部（睦）、吉本、芳田、林藤

（牧沢幸二記）

時代を
世界のボトリングシステム

シブヤは、レーず、半導や

しています。
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●製函包装システム

●物流搬送システム
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●半導体製造システム

●医療機器
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【関東金沢一中四三会（昭和11年卒業）】

昭和11年金沢一中卒業の関東在住第43回生が3

月23日東京駅地下のビヤホールで会合した。京都

市より長岡君が会津若松に墓参で上京したのを機

に9名集まり、往時のヤンチャ坊主も白髪の好好

爺さんとなったが、盃を手に青春の思い出話等楽

しく語り合い叉の機会を期し、散会した。

出席者　浅井利一、浅野実、谷山巌、中林二郎、

長岡寛厚、、松林理彦、山本重久、藤田（富）正辰

（中林　記）

【泉丘2期（昭和25年卒業）40周年記念大会】

泉丘高校卒業40周年を迎えた泉丘2期生は8月

13日、金沢市寺町の鍔甚で同窓会絵会を開催した。

出席50人余り。一中から新制高校への過渡期の

青春を振返り、歓談に時を忘れた一夕。

【泉丘12期（昭和35年卒業）30周年記念同窓会】

卒業して早くも30年の歳月が流れ、お世話に

なった先生方13名のご出席を頂き、全国から145名

が参加してひとしお思い出深い楽しい同窓会とな

りました。

平成2年8月18日、金沢全日空ホテルで。

会名は戦線窓会〝元校長山本外書先生の命名で
す。

【関西一泉同窓会　第10回記念総会】

6月16日出ホテル阪神翳撃の間にて、関西一泉

同窓会（八十島鹿二会長・一中41期）が開催され

ました。第10回記念総会にふさわしく出席者約140

名とたいへん盛会でした。

本部から、溢谷会長（一中54期）、島実行委員会

事務局長、小松総務委員長、泉丘高校の、船登芳

雄校長と高橋威教諭（泉丘10期・体育）、そして、

元教諭の吉本明氏（一中52期・体育・サンペイさ

ん）が、出席しました。

【松任一泉同窓会　第10回記念総会】

6月30日出松任一泉同窓会が、松任市民文化会

館で、約70名の出席をえて開催されました。結成

10年の節目にあたるとの林繁夫会長（一中44期）　〕

あいさつに続き、松任市制20周年を記念して創作

された能「加賀の千代　朝顔」の作者、梶井幸代

金沢女子短大名誉教授の講演。この後、和やかな

懇親会が、続きま＼した。

本部から、島実行委員会事務局長、井波豊秀総

務副委員長（泉丘11期）、学校から、正村健三教頭

（泉丘4期）が出席しました。

【関東一泉同窓会】

10月5日幽午後6時から、関東一泉同窓会（浦

茂会長・一中34期）の総会・懇親会が、東京のグ

ランドヒル市ヶ谷で、開催されます。今年は、泉

丘11期が、会の運営を担当します。

ー泉同窓会常任委員会開催

5月29日（畑5時半　　一中～一高

6月21日㈱6時半　　泉丘2～17期・通信制

6月26日（州6時半　　泉丘18～37期

上記の日程で、実行委眉会事務局（北国銀行本店

内）に於て、常任委員会が開催されました。

濾谷同窓会長のあいさつの後、実行委員会にお

いて作成された、記念事業・行事大綱案に基づき、

小松総務委員長から、100周年記念行事・事業の概

要説明があり、次いで、島実行委員会事務局長が、

／記念事業の趣旨・募金要領の説明。

質疑・応答・活発な論議がなされました。
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一泉創立100周年記念事業実行委最長

米谷　半平氏（－中50期）

＝昭和13年入学・－中50期の米谷さんは、12年

夏に、本多町から移転新築された泉野校舎の、最

初の入学生でいらっしゃいますが、その頃の校舎

の印象は如何でしたでしょうか。

）　米谷＝鉄筋三階建の、いかにも重厚な感じで、内

部も近代的で、階段や広い廊下など、庄倒される

ような感じだったのを、今も覚えています。

＝校舎は、≠陸の空母〟　といわれたそうですね。

米谷＝え？それは知らなかったなあ。でも、今と

違って、地黄煎から町はずれで、辺り一面が田畑

だったその頃は、その感じはあったかもしれませ

んね。公設グランドの桜がとても美しかった。

＝忠君愛国・質実剛健をモットーにした桜章健児

の学校での生活は？

米谷＝そうですね。戦時体制の最中でしたから、

軍事教錬が盛んでした。学徒動員の前段階の勤労

奉仕で、河北潟近くの木越へ、飛行場を造る手伝

いに行ったり、農家の稲刈りにも行きました。

＝部活は、野球部にいらしたそうですね。

米谷＝ええ。野球のことで頭がいっぱいで、学業

）　は二の次にして、毎日、野球の練習に汗を流して

いたものです。魯

＝まさに、一中球児ですか。

米谷＝そうです。当時、甲子園へは、北陸三県大

会の優勝校一校だけが、出場できたのです。

誓鞠警転嘲喝転
′ヂ●一撃・・‥、

昭和15年には、石川県大会で優勝したものの、

北陸大会では、準決勝で、高岡中学に惜敗しまし

た。そのレギュラーが、6・7人残ったのです。

それからの1年間は、雪辱を期して、ひたすら白

球を追い続けました。

昭和16年、一学期末試験が終わった日でした。

甲子園へ向けての最後の仕上げと張り切って運動

場へ出た矢先、突如として「全国大会中止」の報

せが届いたのです。一瞬、何のことか分かりませ

んでした。本当に悔しかったですね。7月15日は、

一中野球部の終戦の日でしょうか。その時の野球

部部長が、図画を教えておられた宮沢外典治先生

で、いろいろお世話ノになりました。

＝昭和17年の一中創立50周年記念の時は、米谷

さんは5年生でしたね。

米谷＝10月15日から10日間ほど、記念行事があ

りました。展覧会か、宮市大丸（大和ヂパ∵ト）

でも開かれました。

もっとも、戦時中のことですから、時局に呼応

した行事が多かったように思います。同窓会から

グライダーが寄贈され、嶋その命名式（桜章一号）

と滑走大会もありました。グライダーはちょっと

飛んで、すぐドンと落ちましたけどね。（笑）

＝卒業後、四高・東大へと進まれまし、たが。

米谷＝その頃、四高へ進学したのは、200人中

40～50人だったかな。当時は、陸士・海兵・高等

工業・薬専などへの進学も多かったと思います。

入学試験は今の方が、難しいでしょう。

一中も四高も、＼学制改革で終止符を打たれただ

けに、感慨ひとしおのものがあります。多かれ少

なかれ同窓会は、昔を懐かしむ会ですよね。気兼

ねなしで集まれる同窓会は、いいものですね。

＝お忙しい中、長時間にわたり、いろいろとあり

がとうございました。

（北国銀行本店にて／きき手　編集室・浅香）
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9月2日から3日間

“一泉行列’’市内を行く
●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●

泉丘高校の第42回創立記念祭が、2学期早々、

9月2、3、4日の3日間にわたって行なわれ、在

校生総参加の多彩な催しをくりひろげました。

1日、その前日祭として　≠一泉行列〟が市内を

練り歩き、「一中から泉丘へ」の横断幕を先頭に応

援団、ブラスバンド、仮装した生徒ら約170人の行

列が道ゆく人にアピールしました。

行列は平成5年に一泉100周年を迎えることか

ら企画され、旧校舎のあった本多町から杏林坊、

野町、有松を経て、現校舎まで昭和12年の移転時

と同じコースをたどり、一中の息吹きを運んだ。

『三三±訂‡夏記竺‡芝「－泉」の揮毒

蔓を
Il

妄i

『一泉』の題字を、一中54期の坂野雄一氏

（第割・書家）にご揮竜いただきました。

坂野氏は、浪谷会長と同期で、会長から

仁〒‡≡≡三≡三三三二…
i主　よ、やや、、よ一才，

ーお詫び－

『一泉』16号掲載の高科伸一氏（一中44期）の

町利家遺言状」に学ぶ“は、海上自衛隊兵術同好

会誌“波涛“投稿論考より転載した旨の注記が漏

れましたことをおわび致します。

本の寄贈

川北病院七十年の歩み　　　　　　　　　　′

編　者　川北病院七十年の歩み編纂委貞会

発行所　川北病院

発　行　平成2年7月23日

制　作　石川出版社　　′

lt　うございました。
』三：正江汀芝出！

あとがき

『一泉』17号を発行いたします。一泉同窓会機

関誌『一泉』は、従来、同窓会貞相互の語り合い

の場としてご利用を願うことを第一義として、ご

寄稿戴いた所見J会合報告、随想、歌、俳句等を

そのまま掲載してきましたが、－泉創立100周年に

向けて、今回から体裁を変え、内容も若干変更す

ることにし果す。

100周年広報紙として発行回数を増やし、記念事

業・行事の計画推進状況、各期の募金状況、別口

募金者、各期の動向等を、随時お知らせしていき

ます。

6～8頁建てとするため、紙幅の都合もありま

す。恐れ入りますが、同窓の集い等の原稿は、400

字以内でご執筆いただき、ご送稿下さい。紙面の

関係で、次回にお願いすることもありますが、ど

うぞご容赦下さい。

一泉同窓会事務局内　　　『一泉』編集室

⑳『－泉』編集室
高川　義一（室長　一中53期）

堀口　　渉（一中45期）荒木澄子（泉丘3期）

浅香以都子（泉丘10期）小林弘子（泉丘12期）
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